
　まず目に飛び込んできたの
が第二堅坑ヤグラと第二堅坑
巻揚機室。赤レンガが印象的
で圧巻でした。世界に誇れる
宝が荒尾に存在することは、
素晴らしいことだと思います。

　私は2年ほど万田坑で残務
整理をしていました。
　そこで働いていた先人のこ
とを伝えるためにも、世界遺
産に登録されてほしいと思っ
ています。

　全身真っ黒になりながら、
15年間炭鉱で働いていました。
亡くなった仲間のためにも、
国の発展に尽力した先人の思
いや炭鉱の歴史を次の世代に
伝えていってもらいたいです。

① 作業員を乗せたケージを
ワイヤーで吊るし、直径４
ｍのドラムを使って巻き上
げていました。

②作業員は深さ約270ｍの
垂直の穴から、ケージ（定
員25人）に乗り、1分間ほ
どで坑底に降りていました。

荒尾市の万田坑を含む「明治日本の産業
革命遺産　九州・山口と関連地域」とは

＊荒尾・玉名地域広報担当者合同特集　世界遺産が私たちにもたらすもの

　映画『るろうに剣心』に万
田坑が登場し、よく知る場所
が大好きな作品で使用された
ことがとてもうれしかったで
す。これを機に荒玉地域が活
気づいてほしいです。

　「玉名温泉は連日連夜、炭坑
節が聞こえよったたい」と炭
鉱景気に沸いた昭和 30年代
の話を他界した父が話してい
ました。観光客の世界遺産景
気が訪れてほしいですね。
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万田坑の
世界遺産登録を
応援しよう！

荒尾市マスコットキャラクター
　　  　 マジャッキー

◀ケージ

万田坑ガイドが
　  教える！

世界遺産 が
私たちにもたらすもの

荒尾・玉名地域広報担当者合同特集

　世界文化遺産登録を目指す万田坑（荒尾市）。
登録が実現すれば、荒玉地区で初めての世界遺
産が誕生することになります。

①第二竪坑巻揚機室
②第二竪坑坑口
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世界遺産登録は
　　　　荒玉の誇り

写真：第二竪坑ヤグラ
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